「エンタメ×ビジネス×法務」 : エンターテイメント法の現在と課題、そして今後の展望 by 水戸 重之


























































シンポジウム／「エンタメ x ビジネス x 法務」
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伝達が一般人によっても可能になったということは、知的財産権が侵害される機会が飛躍的に増えるからである。他方、知的財産権にかかわる者は、その限界も知っておく必要がある。時 して知的財産権 保有していれば万能であるかのような誤解をされることがあ が、 的財産権もあらゆ 権利 同様 限界がある。権利化さ た特許権や商標権が無効取消と判断されたり、保護範囲外であるとして求めた保護を受けられないこともある。著作権は何らの登録手続きを経ずに創作 みによって取得できる 利である 、その分、その創作性や保護範囲の限界については困難な問題 はらんでいる。４．資金調達とスキーム論　
例えば映画製作には、前述の通り多数の関係者が関係し、それぞれの作業に費用や報酬が発生することから、
それらの総体である製作費は多額にわたることが多い。原作使用料、脚本料、監督料、出演者報酬、音楽著作
シンポジウム／「エンタメ x ビジネス x 法務」
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シンポジウム／「エンタメ x ビジネス x 法務」
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ボールのあとにフルスイングしてはならない」 。その理由は 負けているチームの投手はフォアボールを避けるためにストライクを取りに来ることがわ っていてホームランを狙っ フルスイングする行為は、死者に鞭打つ行為でありスポーツマンシップに反する、という説明がなされることがある。それは一面の真理ではあるが、その根底にはよりプラグ ティ ク（功利主義的）な思考 存在す 。プロフェッショナルである選手たちにとって、試合は興行というビジネスであり、 でに勝敗 決した試合は早く終わらせ こと 勝者側にも敗者側 もメリットがある。なぜなら彼らの仕事は肉体を酷使す ものであり翌日も翌々日も試合 続くからである。いわば ジャーリーグの書かれざるルール 、戦う者同士 安全保障条約ということができよう。このような書かれざるルールを始めとするソフトロ は、エンタメ業界のみなら 、 らゆ 社会において厳然と存在する。その存在意義を研究し、そ 功罪を知り、そのより良い活用を考えることは、ビジネス法務の発展に意義 あ ことであろう。
武蔵野法学第 10 号
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　「コンテンツ産業政策について」経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課。デジタル・コンテンツ協会「デジタル白書」 （
2
0
1
7） 。なお、経済産業省は、 「コンテンツ産業」を「映画、アニメ、ゲーム、書籍、音楽等の制作・流通を
担う産業の総称。 」としており（同省
H
P） 、本稿におけるエンターテイメント産業と同義と解してよいであろう。
　
筆者は被告ら訴訟代理人を務めた。
　
東京高判平
29・
1・
25判時
2
3
5
5。筆者は原告訴訟代理人を務めた。
　
公正取引委員会競争政策研究センター平成
30年
2月
15日付「人材と競争政策に関する検討会」報告書
　
拙稿「 『クールジャパン戦略』における製作委員会の法務と今後の展望」 （著作権情報センター「コピライト
N
o.669 」
2頁以下、
2
0
1
7年） 。
　
その成果は ロジャー・フィッシャー、ウィリアム・ユーリーによる共著「
G
E
T
T
IN
G
 T
O
 Y
E
S 」 （
1
9
8
1年。わ
が国では「ハーバード流交渉術」との邦題で
1
9
8
2年に出版） 、及び彼らを中心とする研究社によるいくつかの続編
ともいうべき著書により知ることができる。わが国においてもハーバード大学における成果を承継する一般社団法人交渉学協会（田村次朗理事長）の活動等によりそ 内容を知ることができる。筆者は同協会が試験により授与する交渉学認定プラクティショナーの第一期生である。
https://negotiaclub.com
/interview
.htm
l 。
　
本シンポジウム「マーケティング法の確立」 （金井高志教授）参照。
　
詳しくは、 「メジャーリーグの書かれざるルール」 （ポール・ディクソン著、水戸重之監訳。朝日新聞出版、
2
0
1
0年）
参照。
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